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研究成果の概要（和文）：本研究は社交不安障害（社交不安症）の病態の解明を、脳画像を用いて行うことを目
的として行った。機能的MRIでは特に社交不安障害（社交不安症）患者が自己顔写真を見て恥ずかしさを感じる
「自己反省（self-reflection）」に注目した。社交不安障害（社交不安症）では、健常者に比して、自己顔に
対する恥ずかしさが強く、それに対応する部位として左腹内側前頭前野が同定された。また脳構造画像研究で
は、島体積が小さいことを発見した。

研究成果の概要（英文）：　This study aimed to investigate the neural basis of social anxiety 
disorder (SAD) using functional and structured magnetic resonance imaging (MRI).  In functional MRI 
study, we focused on self-reflection for self-face. Patients with SAD showed significantly greater 
embarrassment for self-face images than healthy controls. We detected anterior rostral medial 
prefrontal cortex plays a key role in self-reflection. We also reported small insular volume in 
structured MRI study.

研究分野： 精神医学
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１．研究開始当初の背景 
社交不安障害（社交不安症）は日本では古

くから対人恐怖症として知られ、精神疾患第
4 位を占め、うつ病の合併も多く、社会的損
失の大きい精神疾患である。薬物療法や認知
行動療法など、有効性が認められている治療
法によっても、依然として寛解率は低く、脳
構造 Magnetic resonance imaging(MRI)画像、
機能的MRI画像による神経基盤の解明が期待
されている。 
 

２．研究の目的 
本研究は社交不安障害（社交不安症）の病

態の解明を、脳構造 MRI 画像、機能的 MRI 画
像を用いて行うことを目的とした。機能的
MRI では特に社交不安障害（社交不安症）患
者が自己顔写真を見て恥ずかしさを感じる
「自己反省（self-reflection）」に注目した。 
 

３．研究の方法 
＜機能的 MRI＞ 

社交不安障害（社交不安症）患者 13 人
と健常者 17 人を対象とした。MRI はシーメ
ンス社製 3T を用い、事前に映像から切り
出した自己顔および他者顔の写真を呈示
し、写真を見て感じる恥ずかしさスコアを
評価しているときの脳活動を計測した。そ
の際、他者の観察あり/なしの 2 つの条件
を設定し、比較を行った。MRI データの解
析には Statistical Parametric Mapping
（SPM）8を用いた。 

 

 
 
＜MRI 構造画像＞ 

社交不安障害（社交不安症）患者 13 人
と健常者 18 人を対象とした。MRI はシーメ
ンス社製 3T を用い、画像解析は SPM8 を用

いて Voxel based morphometry (VBM)を行
った。 

 
※本研究は、名古屋市立大学医学部倫理審
査委員会の承認を得て、被験者全員に書面
による同意を得て行った。 

 
４．研究成果 
＜機能的 MRI＞ 

恥ずかしさスコアは、社交不安障害（社
交不安症）では、健常者に比して自己顔に
対する恥ずかしさ情動が観察条件に関わ
らず有意に強かった。また、そのため、天
井効果となり、他者観察による増強効果は
みられなかった。 
社交不安障害（社交不安症）患者の強い

自己反省に対応する脳活動部位として、左
腹内側前頭前野が同定された。 
この左腹内側前頭前野は他者の気持ち

を推測する機能（Mentalizing）に関与す
る部位であり、自閉症スペクトラム障害で
機能が低下していることでも有名な部位
である。研究協力者である守田らが、合併
症のない自閉症スペクトラム障害患者を
対象として同様のタスクを用い、健常者と
の比較を行っているが、昨今社交不安障害
（社交不安症）と自閉症スペクトラム障害
の合併も注目されている。 
今回の研究成果をもとに、今後は自閉症

スペクトラム障害の社交不安症状の解明
にも取り組んで行きたいと考えている。 

 
 

 
＜MRI 構造画像＞ 

社交不安障害（社交不安症）患者では、
健常者に比して、島体積が小さいことが確
認された。島は社交不安障害（社交不安症）
では、過剰に活動し、内受容感覚の過敏さ
を引き起こすことにより症状形成に関与
することが指摘されている部位である。過
活動と体積減少は海馬扁桃体などでも指
摘されており、海馬扁桃体領域と密接に関
連する島でも同様の現象が起きている可
能性があり、島に関してもさらなる研究が



期待される。 
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